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人事賃金制度の見直しの検証に関し、多くの組合員・組合無所属の社員から様々な「声」
が寄せられました。
不安や不満を背景に「改善を求めたい」という声が数多く寄せられている一方で、「評価

できる」という声も上げられています。

１． 「人事・賃金制度の見直しによる賃金カーブ対比」から見えてくる問題点・あるべき形等の検証

課題・懸念の声

・評価の基準が全く見えない
・管理者による評価差への不安
・区分による賃金差の拡大に懸念
・管理職との賃金差の拡大に懸念

評価する声

・賃金が増加したことは喜ばしい
・若手の賃金改善につながった
・年齢だけでなく能力を評価する考え方は理
解できる

評価する声

・制度が定着すれば良くなるかもしれない
・若手が働きやすくなる制度に期待

課題・懸念の声

・手当廃止や区分によるモチベーション低下
・評価の公平性への疑問
・賃金や働き方の将来像が見えない

評価する声

・駅社員など一部では手当増額を評価
・特定時間割増等で廃止手当分が補われた

課題・懸念の声

・乗務手当の廃止に納得感はない
・手当に責任や危険度が反映されていない
・寒冷地手当は必要

■「賃金が上がった」という評価がある一方、「評価基準の透明性」「区分により賃金差
が拡大すること」への不安が多く寄せられました。

２．「人事・賃金制度の見直しによる諸手当の改廃」から見えてくる問題点・あるべき形等の検証

■手当は「作業の特殊性や責任を反映すべき」という意見が多数寄せられました。

３．「人事・賃金制度の見直し」により生じた心理的変化、モチベーション変化等の検証

■改善された点は素直にありがたいものの、評価基準については明確にすべきとの声
が寄せられました。

みんなの声を出発点にして、
働きがいのある制度実現に向けて取り組もう！

「人事賃金制度検証」組合員の声（中間報告）

今回紹介した内容は、
寄せられた声の一部です。
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